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1. 研究の背景と目的 

日本の町並み保存の動きは1960年代半ばに始まり、近年、

歴史的町並みを保存する動きは継続的に広がりをみせ、全

国各地で景観まちづくりが行われ、現在も国による重要伝

統的建造物群保存地区（以下伝建地区と記す）の選定や県

条例の景観形成地区の指定が増加している。しかし人口の

減少、土地・建物の権利関係の問題、住民の歴史的町並み

保存への関心の低さ、建物の老朽化等が関係し、維持が困

難な歴史的な建築物は多く、空地・空家の増加がみられる。

特に空地の増加により、建物の壁面線や屋根のラインが分

断されることにより、連続性のある歴史的町並み景観が崩

れていく危機が常にある。市の空地の買取り等の対策では、

費用面等で限界がある。今後空地の増加が予想される中で、

空地ができた際の歴史的町並み保存の対策や手法は十分で

あるとは言いがたい。そこで、本研究では、行政・建築家・

住民へのヒアリング調査、住宅地図の分析、現地調査によ

って、空地の利用状況、空地の隣地建物の側面の特徴と通

りからの見え方を把握し、歴史的町並み保存のための空地

周辺の修景手法の考え方の枠組みを示すことを目的とする。 
 既往研究を概括し、本研究を位置づける。加藤らは相続

による権利移転による空家・空地の発生と、伝建地区の選

定後の新築物件の激減を指摘している 1)。神吉らは、全国

の伝建地区の行政へのアンケートから、空家・空地の活用

状況や活用方法と活用意識との関係を明らかにしている 2)。

西山らは空家・空地の発生過程からみた持続的な居住環境

づくりを論じ、空家が損傷し解体され空地化する例が多い

ことを指摘している 3)。いずれも空家・空地の問題意識や

活用状況に着目している。また歴史的町並みの修景手法に

関する研究は、小林らが街並み景観データベースを活用し

てまとまり分布グラフでの修景効果を表現する手法を開発

している 4)。増井らは重伝建地区の保存計画の枠組みと基

準運用の実態分析から、隣接建物や近隣建物の現状が、歴

史的町並み保全の方向性に影響を与えると示唆している 5)。

修景方法の技術は景観シミュレーションに関する多くの研

究で追求されているが、社会で適用可能な手法は自治体で

マニュアルやガイドラインという形でまとめられている 

(1)。しかし、空地及び空地の隣地に着目し、その周辺の景

観に関する研究は十分なされていない。以上より、本研究

は歴史的町並みについて、特に空地の隣地建物の側面の状

態に着目し、空地及び空地の隣地に対する修景手法の考え

方の枠組みを構築している点が特色である。 

本研究の構成は、２章で調査対象地区の概要を述べ、３

章で、行政・建築家・住民へのヒアリング調査から、各主

体の空地に対する意見を把握する。４章で、現地調査と住

宅地図の分析により、空地の状態と変遷を把握する。５章

では、空地の利用状況、空地からみえる隣地建物の側面の

状態、通りからみた側面の見え方の特徴についての知見を

得る。６章は本研究で得た内容を総括し、空地周辺の修景

手法の考え方の枠組みを提示し、まとめとする。 
 
2. 調査対象地区の概要 

 本研究では、①空地の影響が大きいと考えられる、町家

等の建築物が建て詰まった（ていた）歴史的町並みが残っ

ている地区、②国からの伝建地区の選定や県からの景観形

成地区の指定を受けている地区、③妻入町家が連続する町

並みと平入町家が連続する町並みを比較できる地区を選出

することにした。以上の条件を基に、2004年に伝建地区に

選定された、兵庫県の「篠山市篠山伝統的建造物 
群保存地区（城下町篠山の町並み）」内の旧商家町（河原町 
妻入商家群）と、現在伝建地区の選定を目指しており、1990
年に兵庫県景観形成地区に指定されている、「たつの市龍野 
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図－２ たつの市の空地調査結果図 

図－１ 篠山市の空地調査結果図 
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地区歴史的景観形成地区」内の町家ゾーンの町家景観通り

沿い(2)の2地区を調査対象地区に選出した（図－１、２）。 
 
3. 空地に対する意見 

空地のできる原因や、町並み保存に関しての空地に対す

る意見を探るために、町並み保存に関わる行政・建築家と

空地の所有者等と空地の隣地の住民に、ヒアリング調査を

実施した。質問項目や結果等を表－１、表－２に示す。 

 篠山は行政・専門家共に、現状の空地はあまり問題視し

ていないことを把握した。理由は、伝建地区選定以後空地

があまり増加しておらず、伝建地区の修理事業の物件が多

いため、建物の修理がより重視されているからだと推測さ

れる。また、専門家は駐車車両が町並みを阻害しているこ

とを問題視している。一方、たつの市の行政は空地を問題

視しているが、現在は独居老人の問題から派生する空家の

増加を懸念している。専門家は現在伝建地区選定の活動に

重点を置いているが、町並みの連続性の喪失を問題視して

いる意見を得られた。 

 

表－１ 行政・建築家へのヒアリング概要 
■ヒアリング実施要領 
【篠山市】2012/10/18に、篠山市教育委員会社会教育・文化財課1名。
2012/12/7に、篠山市で建築事務所を営む建築家1名に実施。 
【たつの市】2012/11/22に、たつの市都市建設部町並み対策課1名。
2012/11/16に、たつの市で建築事務所を営む建築家１名に実施。 

■ヒアリング項目 
空地が町並み保存に与える影響や課題／空地の発生や管理、その後の更新
状況／空地の活用・修景等。 

■ヒアリング結果（抜粋） 
(1) 空地が町並み保存に与える影響や課題 
【篠山市】・行政：建物の修理で補助事業を活用する要望が多く、積極的
に空地を修景していく要望を行政からは出しにくい現状がある。家の前の
街路沿いの駐車スペースの殆どは、伝建地区に選定される前からある。今
後駐車スペースを修景する動きがあるなら、塀などで目隠しする等、周辺
の景観と調和するような対応をしてもらいたい。 
・建築家：空地の増加の印象はないが、空地を増やさないことは重要だと
考える。間口が約7mの土地が多く、空地の活用は難しい。セットバック
している場所の駐車車両が景観を乱していると感じる。 
【たつの市】・行政：以前は市が空地・空家を買取り、整備することがあ
ったが、現在は費用面で困難。現在は独居老人が多く、今後の空家の増加
を懸念。空地の活用よりも、まずは空地を増やさない事が大事。 
・建築家:町並みの連続性が失われるためよくないと感じてはいる。空地
の活用（朝市等）を考える必要はあるが、実行には移せていないようだ。
(2) 空地の活用・修景等。 
空地の隣にある建築物の壁面整備の方法等（建築家） 
【篠山市】元の壁面は上部が漆喰で下部は板張り、土壁のまま、板張りの
痕跡がない等いろんな事例がある。厳密な保存をすることが文化財保護の
観点ではよいが、管理等を考慮すると、板張りの選択が多い。建物修理の
際に、側壁面も一緒に修景する。 
【たつの市】空地に合った建物の跡が残ったものや、トタンや、板・漆喰
など多様な壁面が建築物の側面にある。空地の隣地ではないが、古い建物
の修復を行なう所有者が、隣人に壁面を一緒に直すように提案し、実行し
た例がある。 

 

空地の所有者等や空地の隣地の住民の意見は、篠山市で

は、歴史的町並み保存のためには空地はない方がいいとい

う意見を得られたが、生活上駐車場が必要なため、伝建地

区選定以前に駐車場に整備したという情報を3名から得た。

たつの市では、県の景観形成支援事業（助成事業）ではな

く、県民まちなみ緑化事業により、駐車場利用している空

地の地面を緑化した事例があり、景観に関する助成制度は

あるが助成金が少ないことと、アスファルト地面は熱がこ

もるため緑化したという空地の所有者の意見が得られた。

以上より、空地を町並み保存上では問題ととらえている意

見はあるものの、駐車場の需要が高く、空地の駐車場利用

の意向があることを把握した。 

 

表－２ 空地の所有者等と隣地住民へのヒアリング概要 
■ヒアリング実施要領
【篠山市】所有者等５名（所有者４名、借地人１名）。隣地の住民２名。
所有者等５名の空地は、伝建地区選定前から空地である。 
【たつの市】所有者等４名（所有者３名、管理者１名）。隣地の住民３名。
※所有者がわかっている空地をヒアリング対象として選出し、訪問調査を
実施。空地の隣地住民は調査時に在宅であった方のみにヒアリングを実
施。実施日は、2012年11月下旬～12月中旬。 

■ヒアリング項目
共通質問：町並み保存上の空地に対する問題意識／空地横の建物の壁面整
備について／空地になった経緯・現状・管理（所有者等のみ）。 

■ヒアリング結果（抜粋）
(1) 町並み保存上の空地に対する問題意識 
【篠山市】・所有者等の３名は問題意識有。隣地住民は問題意識なし。
・伝建地区だから空地はない方がよいという意見もあれば、もともとから
空地なので気にしていないという意見もあった。 
【たつの市】・所有者等は全員問題意識有。隣地住民２名は問題意識有。
・空地の増加で過疎化のイメージがある。駐車場が目立って、町の個性が
なくなるという意見や、町並みの連続性がなくなるという意見もあった。
(2) 空地横の建物の壁面整備
【篠山市】・所有者等は、焼き板は長持ちなのでよいという意見があった。
・隣地住民は、建物を修理する際に、壁面も整備（腰板のような仕上げと
塗り仕上げ）する予定とのこと。整備済み隣地住民は、老朽化した土壁を
補修するために、トタン板を張ったという意見があった。 
【たつの市】・所有者等の意見で、空地にする際（建物を壊す際）に横の
建物の壁面が丸見えにならないように、まっすぐに板を張り、将来伝建に
なることを意識して整備したという意見があった。 
・隣地住民の中には、現在トタンで覆っているところを将来的に整備して
いく予定という意見があった。 
(3) 空地になった経緯・現状・管理（所有者等） 
【篠山市】・５名中４名が空地を駐車場として活用。空地だった土地を購
入し、貸駐車場にしている（1名）。建物を壊して駐車場として整備（２
名）。空地を所有しており、駐車スペースの必要性から店舗駐車場と貸駐
車場を整備（1名）。倉庫を建てて利用（1名）。 
・今後空地を景観保存のためにお金をかけての整備予定はないとのこと。
・門をつける予定だったが、ご主人がなくなり、予定がなくなった。 
・伝建地区選定を知っていたら、空地にしなかったという意見あり。 
・管理上、雑草の問題、ゴミの不法投棄の問題が挙げられた。 
【たつの市】・駐車スペースの必要性から空地を駐車場として整備（２名）。
土地の購入当初から月極駐車場であったためそのまま利用（１名）。建物
の老朽化のため建物を除却した（１名）。 
・駐車場を緑化した事例があり、その理由はアスファルト舗装では、熱が
こもるのと、町並み保存助成よりも緑化助成の方が活用しやすかった。

 
4.空地の状態の分類と空地の変遷 

4.1 空地の状態の分類 
2012年8月～12月に、現地調査を実施し、空地の状態を

把握した。調査方法は、2011年の住宅地図と現地の空地の

状況を照合し、レーザー測距機で空地の寸法を計測し、目

視により空地の利用状況を確認した。本研究では、通りに

面して建築壁面が連続していない土地の区画全体や土地の

区画の一部を空地とみなす。現地調査結果（図－１、２）

に基づき、空地の状態の分類を６つ設定した（表－３）。Ⅰ

は区画全体が空地で、Ⅱ・Ⅲは区画の一部に建物が建って

おりその前が空地の場合と設定する。各空地の状態の分類

の空地数と比率は図－３の通りである。全空地数は篠山で

55件、龍野で110件である。篠山では建物前空地のⅡやⅢ

が多く、その中でもⅡ（空地の奥行き 5m 以上）が多い。

たつのではⅠが48件と多く、建物が建っていない区画が多

い。以上より、篠山とたつのの空地の性格が異なることを
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明らかにした。本研究では、空地の隣地建物の側面が街路

景観に与える影響が大きいと考えられるタイプⅠ・Ⅱを次

節以降の分析対象とする。以後、空地の分類Ⅰ・Ⅱと、篠

山とたつのを英字で表現し、篠山の空地分類Ⅰ・ⅡをＳⅠ・

ＳⅡ、たつのの空地分類Ⅰ・ⅡをＴⅠ・ＴⅡと表現する。 
 

表－３ 空地の状態の分類 
分類 説明 

Ⅰ：建物が建っていない 未利用の土地・駐車場利用の土地等で、
建築物が建っていない土地の区画。

Ⅱ：建物前空地（5m以上）※ 前面道路から 5m 以上セットバックして
建築物が建っている。 

Ⅲ：建物前空地（5m未満）※ 前面道路から 5m 未満のセットバックが
あり、建築物が建っている。

Ⅳ：樹木・塀等による整備 門、塀、樹木等により、道路から空地へ
の見えを遮っているもの。

Ⅴ：公園整備 公園として整備されている。
Ⅵ：敷地内通路 敷地内通路として利用されている。
※前後直角駐車が可能な寸法6)から、5mと設定した。 

 
 
 
 
 
 

図－３ 空地の状態の分類ごとの数と割合 
 
4.2 空地の変遷 
空地の経年変化を把握するため、住宅地図(3)の分析を行

なった。分析に用いた各市の住宅地図の年代は図－４に示

すとおりである。ＳⅠは1986年から2006年の間にその多

くが空地となった。2004年に伝建地区に選定されたが、ヒ

アリング調査で「伝建地区になるとわかっていたら、建物

を除却して空地にしなかった」という意見があり、伝建地

区選定は空地の増加を抑制する効果があると考えられる。

空地化の経緯は、駐車場の必要性から空地化した事例をヒ

アリング調査より確認した。ＴⅠ・ＴⅡは、継続的に増加

し（図－４）、空地化の経緯は、篠山と同様、駐車場が必要

なための空地化と、安全のため老朽化した空家を壊し空地

化した事例をヒアリング調査で確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ 空地数の変化 
 

5.空地の利用・空地の隣地建物の側面の特徴と見え方 

5.1 現在の空地の利用 

現地調査による空地利用状況の結果を示す（図－５）(4)。

駐車場（駐車場、個人駐車場、店舗等の駐車場）の割合が、

ＳⅠ80％、ＳⅡ78％、ＴⅠ88％、ＴⅡ90％と、両市共に非

常に高い。現在未利用・その他に分類した空地の計測した

間口と奥行きの寸法は、前後直角駐車が可能な最小の寸法

（間 2.3m 以上、奥行き 4.7m 以上）6)より大きく、今後も

空地の駐車場利用の増加が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 空地の利用状況 

 

5.2 空地の隣地建物の側面の特徴 
空地ができることによって、空地の隣地建物の側面が通

りから見えることになる。空地周辺の修景手法の検討に活

用する知見を得るため、その側面の特徴を把握することに

する。詳細に調査した空地が73件あるため、調査した側面

の数は146面である。空地の隣地建物の側面の調査の結果

に基づき、タイプa～fの6タイプを設定し分析する（表－

４）。空地の側面のタイプの集計結果を図－６に示す。 

 

表－４ 空地の隣地建物の側面のタイプとパターン図 
タイプの説明 妻入町家の側面 平入町家の側面 

タイプa： 
屋根ラインと壁の分節
ラインが平行 

 
 
 

 

タイプb： 
屋根ラインと壁の分節
ラインが平行でない 

  
 
 

タイプc： 
壁面全体が１つの素材
で覆われている 

  

タイプd： 
空地にあった建物の屋
根ラインの跡が読みと
れる補修がみられる。 

  

タイプ e：側面の壁の雁行や建替え等で複雑な形態のもの。タイプ a
～dに該当しないもの。 
タイプf：隣地も空地で、建物側面がないもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 調査対象空地の隣地建物の側面のタイプ別面数 

 

調査の結果、タイプcが48面と最も多いことが明らかに

なった。またその素材は、グレーのトタン、経年劣化によ

る錆びの目立つトタン、歴史的町並みを意識した木目調の
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トタン、焼き板等、種々の素材がみられる。町家は格子や

むしこ窓、下屋などによる細かい要素で構成されており、

小スケールで連続性のある町並みが形成されているため、

１つの素材で分節のないタイプcの壁面が通りから見える

景観は、歴史的町並みの中では異質なものだと考えられる。 

篠山市は伝建事業による修理・修景の際に壁面の修景を

推奨しており、タイプcの次にタイプaの数が多いという

結果を得た。篠山には空地の隣地建物の側面が古いままの

ものが現在もみられるが、今後も伝建事業による助成を活

用して、隣地建物の壁面を妻入町家のタイプaの状態に修

景することが可能だと考えられる。一方たつのでは、タイ

プcが、ＴⅠの空地に面する側面のうち21面を占め、タイ

プcの数の多さが際立っていることが明らかになった。 

 
5.3 隣地建物の側面の通りからの見え方 

 本節では、空地の隣地建物の側面の通りからの見え方に

ついて考察を行う。地域性を考慮した歴史的町並みの保存

の観点から、空地の隣地建物について、篠山市の場合は伝

建地区の保存計画 7)で伝統的建造物と定められた建築物の

中で妻入町家を、たつの市の場合は街並みに関する既往調

査 8)で伝統的様式の建築物もしくは伝統的様式を小改造・

中改造した建築物の中で平入町家を分析対象とする。そし

て空地の立地（角地の有無）と空地の連続性の掛け合わせ

による４タイプを設定し、分析対象建築物の側面の通りか

らの見え方を考察する（表―５）。なお、空地の連続は、現

地調査結果（空地の舗装状態の差異、区画境界ロープの有

無等）と住宅地図を照合し、１区画空地か否かを判断した。 
 
表－５ 分析対象建築物の側面のタイプ分け 

タイプ説明 妻入の平側（篠山市） 平入の妻側（たつの市）
タイプA:  
非角地・１区画空地 
S-8面、T-6面。 

SⅠ:1右(a)*,2左(a),4
左(c),10右(a) 
SⅡ：2右(c),8右(a), 
12左(c), 13右(a) 

TⅠ：1右(c),7左(c),7
右(c),17左(a) 
TⅡ：1左(a), 2右(a)

タイプA’: 
非角地・連続空地 
S-3面、T-6面。 

SⅠ:3左(c)+Ⅱ-10** 
SⅡ：4右(a)+Ⅱ-3,6左
(c)+Ⅱ-7 

TⅠ：19左(a)+18右
(b),20左(b)+21右
(c), 22左(c)+Ⅰ-23
TⅡ：4左(c)+Ⅱ-3 

タイプB: 
角地・1区画空地 
S-1面、T-1面。 

SⅡ：15右(c) TⅠ：9左(c) 

タイプB’: 
角地・連続空地 
T-3面。 

該当なし TⅠ：5左(b)+6右(a)
TⅡ:6左(c)+ Ⅰ-10+
Ⅱ-5 

*「ＳⅠ：1右(a)」とは、篠山の空地タイプⅠの空地No.1について、
空地に向かって右側の建物の側面のタイプはa（屋根ラインと壁の分
節ラインが平行なタイプ）という意味である。 
** SⅠの列のタイプA’の「3左（c）＋Ⅱ-10」とは、篠山の空地タ
イプⅠの空地No.3の左側建物の側面タイプはcで、SⅡ-10番の空地
と連続しているという意味である。 

 
(1)非角地空地の隣地建物の側面の見え方（タイプA・A’） 
連続的な歴史的な通りの町並みにおいて、空地の出現に

より、通り沿い建物の壁面線の分断、1 階の庇ラインの分

断、ファサードの統一された素材の分断が確認できた。表

－６に示すように、篠山の妻入町家は高さの低いものが多

く、建物の側面の立面積の３分の１から４分の１程度は、

瓦屋根が占めることから、空地の隣地建物の側面の壁の面

積は小さく、通りから瓦がよく見える。一方、たつのの場

合は、空地によって平入町家の妻側の面の１面がよく見え

る。篠山と比較して、建築年代が新しい建物が多く、高さ

の高い平入町家が多く、空地に面する妻側の面の面積が大

きい。単一素材で構成される面の面積が大きいことから、

細やかな歴史的町並みのスケール感になじみにくい景観が

生まれている。また壁面がトタンの場合はグレー１色のト

タンやメンテナンスがされていない錆びの多いトタンによ

って、町並みがさびれた印象になる状態がＳⅠ－４、ＴⅠ

－１等でみられた。タイプ A’の空地が連続する場合は、

空地の間口幅が広くなることにより1階の庇ラインの分断

が顕著となり、通りから見える隣地建物の側面の面積は大

きくなる傾向を把握した。 
Ⅱのセットバック空地は、奥行きが前後直角駐車のみ可

能な寸法しかない場合があり、その場合は道路と敷地の境

界線に塀などの修景は困難である。特に連続空地の場合は、

空地の間口幅が広くなるため、駐車台数の増加と、空地の

隣地建物の側面の可視面積の増加を確認できた。特に、空

地Ⅱに建っている建物の正面、隣地建物の側面、セットバ

ック部分の駐車車両と、視界に入る要素が多くなる現状が、

ＳⅡ－１３の空地で確認できた。Ⅱのセットバック空地の

場合は、塀を隣地境界線上に立てるため、タイプ c の側面

の可視面積の大きさを軽減することが、ＳⅡ－６の空地と

でみられた。 
 
表－６ 妻入・平入町家の側面タイプcの見え方の差異 
妻入町家（SⅠ-3左・写真右） 平入町家側面（TⅠ-22左・写真右）
遠 
 
 
 
 
 
 
 

遠 

近 
 
 
 
 
 
 
 

近 

 
(2)角地空地の隣地建物の側面の見え方（タイプB・B’） 
角地にある空地は、交差点での開放性が高く、角地の道

路に接していない区画の２辺の隣地建物の側面の可視性が

高いことと、角地の空地も駐車場としての利用が確認でき

た。交差点であるがゆえの交通量の多さと、駐車場からの

車の出入りの両方を考慮すると、交差点側に修景のために

塀等を設置するという手法は現状に合わないと考えられる。 
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6. まとめ 

本研究で得た知見をまとめる。篠山とたつのの空地の状

態は、たつのの方がタイプⅠ（区画全てが空地）が多く、

伝建地区選定を目指しているたつのの空地数の増加を把握

した。空地は駐車場利用が多く、現在未利用の空地につい

ても寸法上は前後直角駐車が可能であり、今後の空地の駐

車場利用の増加が予測できる。空地の隣地建物の側面の状

態は、単一素材の側面であるタイプ c が多く、妻入町家の

側面では、瓦屋根と壁面が通りから見えるが、平入町家の

側面は壁のみが通りから見え、細やかなスケールの歴史的

景観には合いにくい状態であることを明らかにした。 
以上の知見をふまえ、歴史的町並み保存のための空地周

辺の修景手法の考え方の枠組みを提示する（図－７）。まず

空地化を防ぐことが第一であり、種々の伝建地区等で空家

の空地化を防ぐための空家の利活用が進められている。そ

れでも空地化した場合は、空地そのものと空地の隣地の両

方への修景が考えられ、また空地の状態に応じた修景手法

の適用が歴史的町並み保存のためには重要だと考える。奥

行きが十分ある空地（タイプⅠ）の場合は、通りから駐車

車両が見えないように、空地の奥での駐車場の設置を推奨

し、道路境界に通りの景観イメージに合う門・塀等を設置

することを推奨する。前後直角駐車しかできない奥行きが

短いタイプⅡの空地の場合は、空地の隣地建物の側面の可

視面積を減らすために、隣地境界に通り景観イメージに合

う塀の設置の推奨が可能だと考える。 
空地の隣地建物に関しては、細やかなスケール感をもつ

歴史的町並みにおいて、側面がタイプ c（単一素材で側面

を全て覆ってしまう場合）の場合が、景観スケールの違和

感を生みやすいことをふまえての側面の修景が考えられる。

側面の素材がトタンの場合は、トタン色の指定やトタンそ

のもののメンテナンス（錆びたものを放置しない等）の推

進等が、取り組みやすい手法だと考えている。以上のよう

に空地の状態と空地の隣地建物の側面に応じた修景により、

歴史的町並み保存の継続につながると考えている。 
 
【補注】 
(1)兵庫県の景観ガイドライン（景観形成地区等）、兵庫県尼崎市建築デザインマニュア

ル等があり、道路沿いの建物ファサードのデザインの修景手法等がまとめられている。 
(2)空地の数の把握は図－2 に示す町家ゾーン内の空地を対象に調査を行った。空地の周

りの景観の詳細の調査範囲は、複数本の町家景観通りの中で、歴史的なまちなみが比較

的残っている南北方向の1本の通りとその通りに接続する東西方向の１つの通りに限定

した。 
(3)古い年代の住宅地図での空地ⅠとⅡの判断は困難であるため、空地Ⅰを中心に調べた。 
(4) 個人駐車場・店舗駐車場・駐車場・未利用・その他で、空地の利用状況を把握してい

る。”駐車場”とは、個人駐車場でもなく、店舗の駐車場でもない駐車場を、”駐車場

“と判断した。 
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図－７ 歴史的町並み保存のための空地周辺の修景手法の考え方の枠組み 

- 1058 -



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




